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PLANT
B

PLANT
A

PLANT
A

CCCCC

CCCCC

S:センサー
D:ドライバ
SW:ソフトウエア
A:アクチュエータ（デバイス）

ハーネス
PCB電気信号
Ram
ネットワーク信号

S

S

D

D

SW

SW

SW

SW

SW

D A

D A

D A

D A

CCCCC

HEX

制御モデル

プログラムソース

A2LPRF

TO:別ECU

ECU通信用設定
（CPU毎に違う）

TOOL
(INCA)

HEXファイルとは
 ECU内メモリーに書き込むべき情報が記入されたファイル

のことです.
 HEXフォーマットはIntel形式やMotorola形式などがあり

ます.
 メモ帳などでも開けるファイルです.

⇒ ファイルの中身を見ても16進数記載なので理解でき
ません.

でも、この中は、「プログラム」と「データ」の
構造です.

※1.HEXファイルから「プログラム」を読むことは出
来ません。

→HEX生成する為のCソースコンパイラリストか
ら参照

※2.HEXファイルの「データ」を読む場合は、ASAM規
格の

:101500000009B15E0009B24E0009B3F40009B4
:101510000009B43F000965E1865A2E514F2600
:101520006EF6E50006F0F20226507602605346
:10153000469B6060C900260060538061760816
:10154000265080618062806380648065806680
:1015500080688069806A000B806BE500E10206
:10156000F304261060538061E401E7F0E21084
:1015700047184218C900806260538063E0FF16
:10158000761446AB2650806160431655165616
:10159000816E1659167A167B165D165E162F76
:1015A000000B2652E6F4E4004618E1FF264060
:1015B000806276402640411805F0F4058464C9
:1015C00080646043806176E46763816F164D16
:1015D000161A161B161C76EC26408061806280
:1015E000806480658066806776F32640765D26
:1015F0008464C900806476016043468BE01626
:1016000006467606601346AB46AB46AB604326

HEXはECU内メモリーに入る「プログラム」と「データ」で16進数で記載された
ファイルです

コンパイル
リスト管理対象

制御対象

制御対象

制御対象

(ECUはBlackBox)
←入ってしまえば中身は分からない

※E&EやALMの世界

※HEXファイルは
※A2LとPRFのセットで
※管理が望ましい

HEXファイルとは（参考）
1



昔から研究開発は、夢を形に変える仕事をして来ました。
形にする事が研究開発の仕事であり、モノ作りの観点から「ハードウェア図面」は大事に

扱われて来ました。

時代は進化して電子制御キャブに始まり、PGM-FI制御・・・統合MG・・・自動運転など
システムの

進化と供にソフトウェアやHEXファイルが登場して長い月日がたちますが、現状はうまく
管理出来てません。

ハードウェア図面は個人が作図しますが、図面管理は行ってはいません。
又、ハードウェア図面の発行は、会社（組織）が行っています。

一方HEXファイルは、現場が管理して、現場が発行しております。
この違いは何んでしょう？？？

現在はHEXファイルが無ければ、“エンジンを始動することもテストすることも出
来ません。”

残念ながら、HEXファイル単独では何も理解できないし、
そのくせ一つのデータアンマッチで、簡単にリコール対象になるとても“厄介”な

モノです

HEXファイル管理の背景

HEXは現場のニーズ？組織のニーズ？会社のニーズ？誰のニーズで管理するので
しょう？

2



近年のシステム開発は、複雑で大規模化により、全体最適が難しくなって来てま
す

0

20

40

60

1996 2004 2015

一台あたりのECU個数

台あたりのECU数は
加速度的に増加

0

100000

200000

300000

1995 2000 2005 2010 2015 2020

ECUあたりパラメーター数(一台)

ECUのパラメータも
加速度的に増加

車載ネットワーク

システム開発には
多くのエンジニアが

ドメインの枠を超えて
関係しています

ECU間も協調制御されて
ネットワークが複雑化

I-CAN

F-CAN

Ｂ-CAN
DLC

システム（ECU）の関係性

ECUは「協調制御」してる！

強い
依存関係

エンジン
ミッション

モーター

ブレーキ

エアコン
バッテリー

Meta/Model/data/HEX
強い依存の関係性

※HONDAは過去に痛い経験をしています

システムの複雑化（例:Fit）

多くのすり合わせが必

現在の状況
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最近はシステムの複雑化により、コンポーネント間の依存性が高くなっています。
ex）Fitパワートレインシステム

正しい結果を得る為には、Verの合った「HEX」でテストを行う必要があります

これらは、同時計測しなければ ”パワートレインシステム” を評価することが出来
・同期計測が望ましい ・場合により高速計測 ・テストデータ ・結果を正し

ASAM MCD 1,2,3 ASAM POD ASAM ODSASAM MDF

ASAM規格などを有効利用しますが、そもそもHEXのVerが合ってないと「無駄テスト」になってしまいます!

「協調制御」してる！

依存関係

エンジン
ミッション

モーター

ブレーキ

エアコン
バッテリー

規格の
有効利用

エンジニアの理解
4



1対1の関係
＝ HEX Data

Base

複数の関係性（依存関係）
1File1ECU1Plant

複数の関係性はエンジニアのがんばりで対応

複雑な関係性（強い依存関係）

ENG

TM MO

A/C

SUS

BRK

STG

カメラ レーダー

GPS 視覚

聴覚

振動

情報

Body

ｾｷｭﾘﾃｨ

エネルギー系 運動系 認知系 通知系 その他

メータ

車輌統合MG制御 （自動運転）
ドメイン（ローカル）単位で管理を行うのは限界

これは明らかな「問題」です

※複数のECUサプライヤーで構成される為、期待もできない

数年以内

ドメイン（ローカル）単位の管理

現場レベルでの管理手法に限界が生じており、将来の為に管理の仕組みが急務です

エンジン
ミッション

モーター

ブレーキ

エアコン
バッテリー

Fitの例

※ノーツやメールのやり取りでHEX受け渡しが実態
→ Ver＆Rev 管理に苦労
→ 組合せ管理に苦労(うまく出来ていない)

ドメイン（ローカル）単位の管理

問題なく管理は出来ている

かなりの負荷

一瞬で崩壊してしまう

HEXファイル管理の課題
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※人から人への人海戦術手法

二重管理はせず、HEX管理に集中したい

1.HEX管理にも情報が必要です
・全ての情報が入るBIG DBが欲しい訳ではない

HMS
（HEX_DB）

機種情報
＆

構成情報
＆

派生情報

Data
＆

CDF
＆

HEX/A2L

単独の巨大なデータベースはいらない
・ ・ ・ ・

・情報連携で繋がる仕組みを望みます（RDB）

Model Meta
Information

Control Model
Information

Test Data
Information

HEX File
Information

← HEX管理は最下流

※持続性が担保できない（失敗の元）

PLM

PDMALM

HMS

HMS

2.情報伝達にファイルベースはNGです

概要 装備

人はもとよりTOOLやDBが理解できる情報が必要で
す

PLM HMSMeta Model

・情報は“デジタル”に変化することで後工程が楽になる
3.情報はモデル/データが望ましい

～ 危険 ～
・ファイルは読解きが必

なのでNG（人的ミス）
・変化点の改廃が必要
・なのでNG（古新聞）
・ファイル自体がA秘で扱
・ない場合が多い

4.情報連携の検討
情報伝達の為の打合せが多いのも納得

・HGTの情報は全て“ファイルベース”（評価資料）

※情報処理はIT（DB）の仕事です

情報連携を行い成果物が繋がる仕組みが望ましいく、HEX管理に集中できるDBを
検討

Notes

情報連携の課題
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OEM

Tier１

設備メー
カ

TOOLメーカ

Japan

将来に向けた活動の必要性

ホンダ仕様のECU

ホンダ仕様の設備

ホンダ仕様のTOOL

情報提供

ホンダの負荷が高い割りに
実入りが少ない活動になってしまう

（ただの委託開発？）

ホンダが外に発信
「機能要求」 1,共通の課題

2,ユースケース
3,標準化

“OEMSが外に発信”
（共同声明/ワンボイス）

自社の製品

自社の製品

自社の製品

・規格対応
・ニーズ反映

・規格対応
・ニーズ反映

・規格対応
・ニーズ反映 連

携
さ

れ
た

仕
組

み
（

産
業

の
構

造
化

）

付加価値のある
標準化製品の提供を望みます

OEM’sのベクトルが合えば
サプライヤーは賛同し
活動をしてくれます

7

時間はかかるが、確かな仕組み
（n数増でコストに対する効果も見込める）

オールジャパンの活動（有りたい姿）

日本においてもOEMS共通の要求を発信しないと標準化と産業の構造化が出来ない
でしょう



OEM’s

Bender’s

リソース（ワーキングメンバー）

OEM５社 Bender４社で、クルマ一台分HEXファイル管理について活動が開始し
ました

8
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目的と目標

目的
今後、益々複雑化/大規模化するクルマ一台分のHEXファイル管理を
実現するための、“コンセプト提案” を行います。

目標
・資産であるHEXファイルを「残せる・探せる・理解できる」状態にする。
・クルマ一台分のHEXファイル管理を、継続的に運用可能な状態にする。

定義
・HMS：HEX file Management Service と仮定義しております。

→ 将来の総合運用性向上を目指すために “Service” を付けました。

HMS コンセプト ワーキング グループ ポリシー
・HEXファイル管理構造を決めることは “非競争領域” と判断しております。
・HEXファイルを管理するためには、 “共通の枠組み（標準）” が必要と

思っています。

HMS コンセプト ワーキング グループ成果物:HMSコンセプト ペーパー
・ドキュメント：サマリー / モチベーション / 目的・目標 / ベースモデル / 

テクニカルコンテンツ
UML クラス図 / スケ ス図 / シ ケンス図 / 用語集
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Class Model

HMS BASE MODEL

User Account

Development Project

Configuration（System＆Sub）

Domain Event

HEX Information set

CDF Change set

Search

＋ LDAP(Authentication)
－ User Registration
－ User Role

＋ PLM Project Meta Model
－ Model Cord 
－ Model Yea

＋ E&E Architecture
－ System Domain
－ Combination / Sub System

－ CDF
－ Report / ODS Linked
－ Judgment / Proceedings

－ HEX Public or Private
－ A2L / PRF ALM Linked
－ Change Information

－ Start HEX Verification
－ Change data Consistency
－ Mask data Verification

＋ Search Engine
－ Keyword Search
－ Condition Search

HEX for One Car
＋ Milestone Submission
－ Version revision alignment 

& check

Milestone
＋Project Event
－ Evaluation of actual vehicle

HMS Open 
Architecture

10

Interface

世の中にはすでに繋がる規格が
あります。今回新たに規格を作る
訳ではありません。ユースケースに
基づきI/Fを定義する事ことです。
ICT技術など
Web API（Rest/SOAP/JSON）
Linked Data（RDF/OWL）
SQL API・・・
Eclipse（Command Level）

HEX Editor
（MC TOOL）

CDF

File Exchange
System

TO：Supplier

市販ツールはeCDM採用済み
※eCDM規格化されていない

eCDM

LDAP
（ActiveDirectoryservice）

PLM
（Business Requirement）

E&E Architecture
（ECU Configuration,system）

ALM
（Domain Model/Compilation List）

（H）ODS
（Domain Test Data）

HMS Environment
－ Device:Web/Data Base/APL 
－ Execution1:OS
－ Execution2:Mongo/My SQL

Infromertion
－ Project information
－ Comment/Name/Milestone



User Account

Use Case Model 1

OEM共通のユースケース１

Business Operation 

Admin Workspace area
Project

Mata Information
Configuration 

Name
Combination

Name
SUB System

Name
PL,SPL

Region
Management

Domain Events
Management

HEX Set

CDF Set

Judgment
Submit 

Milestone HEX file

Engineer

Approver

HEX file for
One Car

LPL,APL

機種開発対象（MetInformation）

システム構成情報（Configuration）

サブシステム名（Domain）

サブシステム組合せ名（Combination）

仕向け地名（Region）

ドメイン各種検証会（Domain Events）

HEX set（HEX情報セット）

CDF set（変更セット）

判定（Judgment）

・Meta Model（Model Cord /Model Yea/・・・）

・System Model（ADAS/Power train/・・・）

・System Combi（PT1,PT2・・・）※無いモノもある

・1.3L ENG / 1.5L ENG /1.5L-T ENG

・北米 / 日本 / 欧州 / 中国

・スタートHEX検証/CDF検証/マスク検証

・HEX/A2L/PRF/制御情報/変更インフォメーション

・CDF/テストデータ/レポート

・議事録/判定（OKor NG）

マイルストーン

車一台分HEX
・HEX提出（出図）
※全HEXが集まる

・機種の実車輌評価

HMS_DB

繰り返し
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HEX
Down Load

Use Case Model 2
Domain Operation 

OEM共通のユースケース２

HEX Writing
to Test

HEX Edit
to CalibrationEngineers‘

Approver

MC TOOL

Make Report
PL,SPL

ECU

Base HEX
Down Load

HMS_DB

CDFS
Down Load

CDFS Merge
& Reflection

NEW HEX

PL,SPL

MDF
（Test Data）

Make CDF
ODS

12

Domain Event

Make HEX set
Base HEX/A2L/PRF

UP Load
Compile information

for ALM Link 
Make CDF set

CDF/Report
UP Load

Test Data information
for ODS Link 
Reflection 

destination information
Judgment

Domain Event

Make HEX set
NEW HEX
UP Load

Change point
Information

Progress
Management

Public
Information

ALM

ALM

ODS

→ HMS対象外



Use Case Model 3
Domain Operation2 

OEM共通のユースケース３

過去履歴

過去履歴

a0 a1 a2 a3 a4
USA

b0EU a0 a1 a2 a3

20MY/Fit 1.5L

21MY/CIVIC 1.5L
China

b1 b2

C0 C1

機種を超えたブランチ

b0a0 a1 a2 a3 b1

↑初期データの精度上げる為に過去情報が重要

仕向け追加の為のブランチ

Domain Event（データ整合）

AさんCDF set OK / NG

HEX / A2L / PRF
Public or Private
変化点インフォメーション
コンパイル情報（ALM Linked）

CDF / Report
Test Data（ODS Linked）
Proceeding / Judgment 

アイデアレベル/Idea level

BさんCDF set OK / NG

内部リンク構造
・過去の履歴情報がミラーリングされている
→ 二重管理ではないけどそのように見えるIT技術
（スナップショット&ブランチによる情報の引継ぎ機能

（ID No,Date & time）

履歴更新の為の
スナップショット

13

出来高管理（75%）

HEX set



Use Case Model 4
Engineer Operation 

HODS

HEX HEX

CDF

BASE New

Report

Data
Base

Calibration Test
Aさん

← Rename
※AさんのNew HEXは、第三者には扱えない “迷子HEX” になっていま

（Re nameされたHEXファルを管理しても無駄です。 Ａさんもそのうち忘れます

HEX HEX

〇探せる 〇探せる

ダウン
ロード

編集＆Rename

※識別情報

HEXのメタ情報がXML記述に
より

記載されている

HEXファイル:16進数
（プログラムとデータ）

XML記述
BASE HEX 識別情報
 HEX set URL
 HEX set ID
 Meta Model
 ・・・

アイデアレベル/Idea level

OEM共通のユースケース４

識別子による迷子HEX撲滅機能
・ローカルHEXでも過去履歴（ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨｰ）が追え

14
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UML Use Case Name Description NB

User Account ユーザ登録/役割登録（DBアカウント登録,ユーザ権限） LDAP

Workspace area HEX管理の活動スペース作成（DBHEX管理エリア作成＆アーカイ
ブ・・・）

Project Mata Information 開発機種対象（機種情報:ブランド,M/Y,モデル名,モデルコード,モデルタイ
プ・・・） PLM

Configuration Name システム構成情報（E&Eアーキ:ADAS,エネギー,運動,情報,Body,・・・） E&E

Combination Name サブシステム組合せ名（組合せ情報名:パワートレイン名,サブシステム
名,・・・） E&E

SUB System Name サブシステム名（ドメイン開発対象:Engine,T-Miss,Motor, 
Battery・・・） E&E

Region Name 仕向け地名（Region:日本,北米,中国,欧州,南米,・・・） PLM

Domain Events Name ドメイン各種検証会（スタートHEX検証・データ整合会・マスク検証
会）

HEX Set HEX set（HEX情報セット:HEX,A2L,PRF,ALM Link, Information,・・・） ALM/MCツール

CDF Set CDF set（変更セット:CDF,レポート,ODS Link,反映先,・・・） ODS

Judgment CDFデータ＆反映先の判定（OK or NGのステータス,議事録の記
載,・・・）

Submit Milestone HEX file HEX setの出図（マイルストーン単位のドメインHEX提出）

HEX fil f O C マイルスト ン単位のクルマ 台分のHEXの集合 PLM

ユースケース１の用語集
Business Operation 

15



UML Use Case Name Description NB
Base HEX/A2L/PRF
UP Load HEX関連ファイルのアップロード（DBアカウント登録,ユーザ権限）

Compile information
for ALM Link

コンパイル情報のリンク（コンパイルリストが登録されているALMの
URLリンク） ALM

CDF/Report UP Load データ変更関連ファイルのアップロード（CDF,レポート,ドキュメン
ト各種・・・）

Test Data information
for ODS Link

適合テストデータのリンク（テストデータが保存されているODSのURL
リンク・・・） ODS

Reflection destination 
information

データ変更の反映先情報（Project Mata Information, Configuration
Name, Combination Name, SUB System Name, Region Name）

Progress Management HEXデータの進捗管理（出来高管理:CDF数/Calib数＝適合率的
な・・・）

NEW HEX
UP Load

CDFマージ後の新しいHEXのアップロード（他のファイルも必要に応
じて・・・）

Change point
Information 新しいHEXの変化点情報の記載（ドメイン及び第三者へのお知らせ）

Public
Information

確認後に一般公開（パブリックHEXとしてドメイン及び第三者へリリー
ス・・・） PLM

ユースケース２の用語集
Domain Operation 

注：HMS_DB以外のオペレーション
は除く
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～ クルマ一台分HEXファイル管理のコンセプト提案 ～

1.HMSデータベースの内部構造の仕組み

2.外部DB（ツール）との情報リレーションの為のI/F

3.過去履歴取得情報のトレーサビリティー構造の仕組み

4.迷子HEX撲滅の為のメタ情報を付加の仕組み

OEM５社の共通のユースケーにより、HMSのコンセプト（標準化）対象が明確に
なりました

HMSコンセプトスコープ
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